
　

近
年
多
発
す
る
台
風
や
集
中
豪
雨

は
、
今
ま
で
の
予
想
を
超
え
る
大
き
さ

や
強
さ
で
た
く
さ
ん
の
被
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波
な
ど
本

市
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
予

想
さ
れ
る
南
海
地
震
の
今
世
紀
前
半
で

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
規
模
を
超
え
る
台
風
・
集

中
豪
雨
に
よ
る
被
害
発
生
の
可
能
性

　

昨
年
９
月
に
は
、
台
風
第
12
号
が

ゆ
っ
く
り
北
上
し
な
が
ら
岡
山
県
に
上

陸
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
長
時

間
に
わ
た
っ
て
大
雨
が
降
り
、
高
潮
や

河
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
家
屋
の
床
上
・

床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
発
生
し
た
台
風
第
15
号
に
よ

る
集
中
豪
雨
で
も
、
道
路
の
冠
水
や
土

砂
災
害
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
平
成
16
年
８
〜
９
月
に

か
け
て
次
々
に
中
国
地
方
を
襲
っ
た
台

風
第
16
号
な
ど
５
つ
の
台
風
が
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代

に
も
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
（
17
ペ
ー
ジ
の
瀬
戸
内

発
見
伝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

近
年
の
気
象
状
況
を
考
え
る
と
、
今

後
は
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
水
害
や
土

砂
災
害
の
規
模
を
大
き
く
上
回
る
被
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
や
避
難
情
報
に
注
意

　

台
風
・
集
中
豪
雨
で
は
、
短
時
間
の

う
ち
に
局
地
的
に
激
し
い
雨
が
降
り
、

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

台
風
や
大
き
な
雨
雲
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、雨
量
や
周
囲
の
現
象
に
注
意
し
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
や
音
声
で
広
報
さ
れ
る
情
報

に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
・
集
中
豪
雨
が
発
生
も
し
く
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
気

高潮による浸水被害（平成 16 年台風第 16 号） 干田川の水があふれ、川沿いへ土のうが積まれた（平成16年台風第21号）

平均風速 予報用語 人への影響
屋外・植木の
様子

建造物の被害

10～ 15（㍍／秒） やや強い風
風に向って歩きにくく
なる。傘がさせない。

樹木全体が揺れ
る。電線が鳴る。

取り付けの不完全な看板やトタン板
が飛び始める。

15～20（㍍／秒） 強い風
風に向って歩けない。
転倒する人もでる。

小枝が折れる。
ビニールハウスが壊れ始める。

20～25（㍍／秒）
非常に強い風

しっかりと身体を確保
しないと転倒する。

鋼製シャッターが壊れ始める。風で飛
ばされた物で窓ガラスが割れる。

25～30（㍍／秒）
立っていられない。屋
外での行動は危険。

樹木が根こそぎ
倒れはじめる。

ブロック塀が壊れ、取り付けの不完全
な屋外外装材がはがれ、飛び始める。

30（㍍／秒）以上 猛烈な風
屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊
が始まる。

1 時間あたり
の雨量  予報用語 人の受けるイメージ 災害発生状況

10 ～ 20（㍉） やや強い雨 ザーザーと降る。 長く続く時は注意が必要。

20 ～ 30（㍉） 強い雨 どしゃ降り。
側溝や下水、小さな川があふれ、小
規模の崖崩れが始まる。

30 ～ 50（㍉） 激しい雨
バケツをひっくり返した
ように降る。

山崩れ･崖崩れが起きやすくなり、
危険地帯では避難の準備が必要。

50 ～ 80（㍉）
非常に
激しい雨

滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）。

土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。

80（㍉）以上 猛烈な雨
息苦しくなるような圧迫
感がある。恐怖を感ずる。

雨による大規模な災害の発生するお
それが強く、厳重な警戒が必要。

瀬戸内市メールマガジン

　災害時には、避難情報のほ
か、道路の通行止め情報など
を配信しています。
　また、市の行うイベント情
報などについても適宜配信し
ています。お持ちの電子メールアドレスを
登録して、ご利用ください。
HP   http://www.city.setouchi.lg.jp/i/

防災行政無線放送の自動再生

　電話による防災行政無線放
送の自動再生を行っています。
　放送が聞き取りにくい場合
には、下記の電話番号から放
送内容をご確認ください。

雨の強さと降り方（気象庁作成の解説表（平成 14年一部改正）より抜粋）

風の強さと吹き方（気象庁作成の解説表（平成 19年一部改正）より抜粋）

情報区分 人的被害の
可能性 説明 市民の皆さんに求める行動

避難準備情報
( 要援護者避難 ) 弱

避難行動に時間がかかる人や要援護者（自力で避難が
できない高齢者や障害のある人）が避難行動を開始し
なければならない段階や、人的被害の発生するおそれ
が高まった状況で発令します。

　・家族などと連絡を取り、非常持出品の用意などの避
　難準備を開始する。
　・要援護者など特に避難行動に時間を要する人は、計
　画された避難場所への避難行動を開始する。
　（避難支援者は支援行動を開始する。）

避難勧告
通常の避難行動ができる人が避難行動を開始しなけれ
ばならない段階や、人的被害の発生するおそれが明ら
かに高まった状況で発令します。

　・計画された避難場所への避難行動を開始する。

避難指示 強
災害の前兆現象が発生したときや、人的被害の発生す
るおそれが非常に高まった状況や、人的被害が発生し
たときに発表します。

　・直ちに計画された避難場所への避難行動に移る。
　・避難中の場合は、確実に避難を完了する。

市が発令する避難情報

※市が発令する避難情報は、避難を強制するものではありません。状況に応じて、自分の生命を守るために必要な行動を取ってください。

　市では、避難情報を「緊急速報メール」を利用し、市内
の携帯電話に一斉配信します。なお、国が発令する緊急地
震速報、津波関係警報、国民保護情報なども配信されます。

▽対象　配信時に、瀬戸内市域にあり、緊急速報メールが 
　受信可能な携帯電話
※申し込みは不要です。また、受信料は発生しません。
※電波状況が悪い場合は、受信できないことがあります。
※一部対応していない機種や事前に受信設定が必要な場合
　があります。

緊急速報メール（エリアメール）
■対応機種や操作方法についての問い合わせ先
①ＮＴＴドコモの携帯電話について
　ドコモインフォメーションセンター
　☎０１２０-８００ - ０００
②ａｕの携帯電話について
　ＫＤＤＩお客さまセンター
　☎００７７-７７７
③ソフトバンクの携帯電話について
　ソフトバンクカスタマーサポート
　☎０８００-９１９ - ０１５７

携帯電話用ＱＲコード

☎０８６９ - ２２ - ０６９９
☎０８６９-２２ - ００３２
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象
庁
が
警
報
や
注
意
報
、
気
象
情
報
な

ど
の
防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
市
が
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

情
報
を
発
令
し
ま
す
。
避
難
情
報
は
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
も
配
信
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守

る
た
め
の
情
報
で
す
の
で
、
用
語
や
そ

の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
天
気
予
報
な
ど
で
用
い
る
雨

や
風
の
程
度
を
表
わ
す
用
語
、
避
難
情

報
の
区
分
な
ど
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
13
ペ
ー

ジ
の
安
全
通
信
で
は
、
台
風
の
危
険
半

円
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

【
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

HPhttp://www.jm
a.go.jp/jm

a/index.htm
l

日
頃
か
ら
の
対
策
を
万
全
に

　

本
市
で
は
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・
津

波
高
潮
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
避
難
場
所
や
津
波
・
河

川
の
氾
濫
・
崖
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
た

と
き
に
予
想
さ
れ
る
被
害
の
程
度
な
ど

を
示
し
た
も
の
で
す
。
日
頃
か
ら
避
難

場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
、
家
の
周
囲

の
点
検
や
避
難
時
の
非
常
持
出
品
の
準

備
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】　　
　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

data/kouzui.htm
l

【
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

data/dosya.htm
l

【
津
波
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】　　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

data/tsunam
i_takashio.htm

l

自
主
防
災
組
織
の
活
動
で
被
害
を
軽
減

　

地
域
が
組
織
的
に
防
災
・
減
災
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
が
自
発
的
に
防
災
活

動
を
行
う
「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成

や
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各
地

域
で
年
間
を
通
じ
て
防
災
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
（
上
の
記
事
を
参
照
）。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
防

災
の
す
す
め「
自
主
防
災
会
ニ
ュ
ー
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.lg.jp/

bousai/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　市の東部に位置する邑久町裳掛地区は、沿岸部があり南海地震によ
る津波の影響を大きく受ける地域です。加えて中山間部では、水害・
土砂災害も懸念されます。平成 16 年には高潮によって床上・床下浸
水の被害を受けています。
　裳掛地区では、各自治会によって想定される災害が異なるため、「自
治会単位での動く自主防災組織づくり」をテーマにした研修会を計５
回行いました。

裳掛地区の防災を考える研修会

　市の東部に位置し、沿岸部がある邑久町玉津地区では、南海地震と
その津波において、甚大な被害が予想されています。
　玉津コミュニティセンターにて、南海地震とその津波をテーマに防
災講演、災害図上訓練D

ディグ

IG を活用した研修会を行いました。

玉津地区地域防災研修会

　市の西部に位置する邑久町今城地区は、南海地震による津波被害が
想定されるほか、昭和 20、51 年の河川氾濫による大水害を経験して
いる地域です。
　今城地区では、「防災は地域全体で取り組む課題」という問題意識
をもって、地域と小学校・PTA が連携して、毎年起こり得る風水害を
テーマにした研修会を計５回行いました。

今城地区の防災を考える研修会

　広域的に瀬戸内海に面する牛窓地域では、南海地震とその津波にお
いて、甚大な被害が予想されています。
　研修会では、瀧本浩一氏が講演し、想定内のことに対応できるよう、
普段から災害が起こったときのことを家庭や地域で話し合っておくこ
との重要性を話しました。また地域で開催する行事の中に、防災に役
立つ活動につながるものが多くあることを説明し、持続的に活動する
自主防災組織の結成を呼び掛けました。

牛窓地域防災研修会

【ＤＩＧとは】
Disaster（災害）Imagination（想像力）Game（ゲーム）。
地域の地図を使って、地域の強みや弱み（道路や河川、海岸、危険な場所、一
人暮らしの高齢者、安全な場所、拠点になりそうな場所など）や災害時に必要
な情報を地図に書き込み、地域の災害時の被害を可視化し、具体的に対応を考
える手法。

車いすを使い高齢者を避難誘導

災害図上訓練ＤＩＧの実施瀧本氏による防災講演

ＤＩＧで通学路の危険箇所などを確認

【災害前に役立つ活動】
□溝掃除、除草作業
→地域を知る、水害危険箇所の　
　確認、避難路の整備
□敬老会
→災害時要援護者に対する防災情
　報周知、要援護者の確認

【災害後に役立つ活動】
□お花見、夏まつり、盆踊り大会
→発電機を含めた防災資機材の点
　検・運用練習、炊き出し訓練
□親子料理教室
→料理づくりなど
　での炊き出し・
　非常食調理練習
□どんど焼き
→消火訓練、防火
　のための準備

自治会などの地域活動にお
ける防災事前活動の一例

　市では、マグニチュード 9.0 の東海・東南海・南海の三連動地震
が発生し、瀬戸内市で震度６強を観測、液状化、土砂崩れ、家屋の
倒壊や建物火災、ライフラインの途絶があり、また沿岸部に大津波
警報が発表され、３～５㍍の津波が襲来するとの想定で「第７回瀬
戸内市総合防災訓練」を行います。
　当日は、津波避難訓練、消火訓練、防災ヘリによる救助訓練など
を行います。また煙体験や起震車での地震体験などの防災コーナー
を設置します。皆さん、積極的にご参加ください。

▽日時　９月２日（日）午前９時～

▽場所　牛窓中学校グラウンド
※小雨決行。ただし気象警報などの状況により中止する場合があり
　ます。
■問い合わせ先　
　地域安全推進室　☎０８６９-２２ - ３９０４

高潮などにより家屋が浸水被害を受けたとき
■問い合わせ先　
 ・消毒薬や消石灰の配布について
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
 ・トイレ便槽のくみ取りについて
　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
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